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標
津
川
の
想
定
最
大
規

模
の
降
雨
に
よ
る
氾
濫
想

定
区
域
は
、
標
津
市
街
地

の
大
部
分
と
な
る
こ
と
か

ら
、
標
津
川
の
洪
水
対
策

は
町
と
し
て
最
重
要
項
目

の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
町
で
は
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る

「
誰
が
、
い
つ
、
何
を
」

行
う
か
を
事
前
に
行
動
項

目
と
し
て
整
理
す
る
手
法

を
導
入
し
、
標
津
川
の
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
を
令

和
元
年
度
か
ら
釧
路
建
設

管
理
部
、
釧
路
地
方
気
象

台
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

当
初
設
定
し
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
か
ら
は
大
き
く
遅
れ

て
は
い
る
が
、
今
年
度
中

に
住
民
の
方
た
ち
に
も
参

加
い
た
だ
く
検
討
会
を
実

施
し
た
う
え
で
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
完
成
さ
せ
る
べ
く

関
係
機
関
と
取
り
組
ん
で

い
る
最
中
で
あ
る
。

　
道
内
で
こ
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
導
入
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
本
町
を
含
め
13
市

町
村
で
、
お
互
い
の
技
術

研
鑽
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

の
た
め
、
令
和
元
年
11
月

に
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防

災
・
北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
設
立
さ
れ
、
本
町

も
参
画
し
て
い
る
。

　
本
年
５
月
10
日
に
は
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
全
国
的
な

普
及
と
技
術
研
鑽
、
専
門

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
導

入
し
て
い
る
全
国
の
自
治

体
の
う
ち
34
の
自
治
体
で

構
成
さ
れ
る
※
「
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
防
災
・
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
国
民
会
議
」
が

設
立
さ
れ
た
の
で
本
町
も

参
画
し
た
。

　
標
津
川
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
は
今
年
度
完
成
の
予
定

で
進
め
て
い
る
が
、
そ
の

後
も
継
続
的
な
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ

る
の
で
、
北
海
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
及
び
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
技
術
研

鑽
を
続
け
、
標
津
川
の
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
実
効
性
の

あ
る
も
の
に
育
て
よ
り
一

層
、
防
災
・
減
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災
・

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

は
、
水
害
に
遭
っ
た
経
験

の
あ
る
自
治
体
な
ど
、
全

国
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災

に
取
り
組
む
市
町
村
や
都

道
府
県
、
国
土
交
通
省
、

消
防
庁
、
内
閣
府
が
取
り

組
み
を
共
有
し
、
連
携
を

深
め
る
会
議
体
で
あ
る
。

※

タイムライン防災･全国ネットタイムライン防災･全国ネット
ワーク国民会議へ参画ワーク国民会議へ参画
山口将悟町長の行政報告

閉
会
中
の

閉
会
中
の

継
続
調
査

継
続
調
査

　
３
委
員
会
よ
り
、次
の

通
り
申
し
出
が
あ
り
承
認

し
ま
し
た
。

《
議
会
運
営
委
員
会
》

①�

本
会
議
の
会
期
日
程
等

会
議
の
運
営
に
関
し
て

②�

議
会
活
性
化
対
策
に
関

し
て

《
総
務
経
済
常
任
委
員
会
》

①�

農
林
水
産
行
政
に
関
し
て

②
商
工
観
光
行
政
に
関
し
て

③
地
域
振
興
に
関
し
て

④
財
政
管
財
行
政
に
関
し
て

⑤�

行
政
組
織
の
活
性
化
等
に

関
し
て

《
文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会
》

①�

福
祉
行
政
の
施
策
に
関

し
て

②�

教
育
行
政
の
施
策
に
関

し
て

③�

建
設
行
政
の
施
策
に
関

し
て

⃝
�

期
限
は
そ
れ
ぞ
れ
次
期

定
例
会
ま
で

国民会議設立総会の様子
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○�

２
０
２
２
年
度
北
海
道

最
低
賃
金
改
正
等
に
関

す
る
意
見
書

　
提
出
者

大
垣
　
　
勇
議
員

○�

地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
に
関
す
る
意
見
書

　
提
出
者

山
崎
　
英
司
議
員

○�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
1/2

へ
の
復
元
、「
30
人
以

下
学
級
」
な
ど
教
育
予

算
確
保
・
拡
充
と
就
学

保
障
の
実
現
に
む
け
た

意
見
書

　
提
出
者

石
橋
　
昌
幸
議
員

○�

森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成

長
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　
提
出
者

大
垣
　
　
勇
議
員

意
見
書

「
標
津
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
」
や
「
北
海
道
町

村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
」「
北
海
道
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
」「
北
海
道
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
の
変

更
」
等
の
４
件
を
原
案
ど

お
り
に
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
制
定
他

（単位：千円）
一般会計の補正予算（主なもの）　内容欄の●コは新型コロナ対策の事業

項　目 金　額 内　　　容

デジタル化推進・行政事務等
電子化事業 2,020

妊娠の届出に係るオンライン化対応のためのシステム改
修及び文書管理システムへのメール連携機能の追加に伴
う所要額の追加

標津町起業等支援事業 500 交付決定２件による予算不足額の追加

保健福祉センター照明LED化
改修事業 24,138 保健福祉センター内照明、誘導灯等へのLED照明の導入に係る改修工事

子育て世帯生活支援特別給付
金給付事業 6,227

住民税非課税の子育て世帯等（ひとり親世帯を除く）に
対し、対象児童一人当たり６万円（国５万円、道１万円）
を支給【給付見込】６万円×101人＝6,060千円� ●コ

各種予防接種事業 8,876
HPVワクチン（子宮頸がん予防ワクチン）接種の積極的
勧奨の再開に伴う、接種費用の追加（本年度の接種対象
者に加え、勧奨差控えにより接種機会を逃した年代への
対応）

新型コロナウイルスワクチン
接種体制確保・接種実施事業 11,093 ４回目の新型コロナウイルスワクチンの接種に係る事務費、人件費、物品購入及び接種費用等� ●コ

道路パトロール車購入費 3,319 道路パトロール車１台の故障に伴う更新

体育施設照明LED化改修事業 8,388 鳩ケ丘体育館及び茶志骨体育館へのLED照明の導入に係る改修工事

諮
問
案
件

人
権
擁
護
委
員

大
木
　
敏
道 

氏

標
津
町
北
１
条
西
３
丁
目

２
番
１
・
112
号

〈任
期
〉

　
法
務
大
臣
の
委
嘱
の

日
か
ら
３
年
間
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町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

令和４年第２回定例会（６月23日）で３議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。
★�小川・石橋両議員は山口町長に対して、吉田議員は山㟢教育長に対して
それぞれ表記の項目を質しました。

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を見直し
新規政策を提言する、議員の重要な活動です。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連

合

の
ロ

ゴ
マ
ー

ク

小　川　悠　治　議員	 5ページ
　●公営住宅環境の具体的改善を求む！
　　～中身の伴う「日本で最も美しい村」連合加盟地域を目指して～

～NPO法人「日本で最も美しい村」連合のガイドブックより～

標津町では、日本で10番目、
北海道で３番目にNPO法人
「日本で最も美しい村」連合
に登録されました。

標
津
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率

３
８
．２
％（
令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
）

石　橋　昌　幸　議員	 6ページ
　●マイナンバーカードの町の取り組みを質す！
　● 厳しい生活環境!!
 　　生活弱者が安心して暮らせる独自支援策を！

マイナンバーカード

氏名、住所、生年月日、
性別、本人の写真

表面

マイナンバー等が記
載、ICチップ搭載

裏面

SDGsの17目標

吉　田　　　智　議員	 7ページ
　● 標津型学習スタイル
 　　～将来の社会形成者として必要な力を求めて～
　　　SDGsをテーマにした探求学習を！

すべての人々への包括的かつ公正
な質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する

地球規模の問題を解決
するために国際連合が
定めた17の目標です

知床の玄関口に位置し、日本遺産「鮭の聖地
の物語」の中心舞台で。鮭の恵みに支えられ、
一万年の暮らしが絶えず続いているまち。品質
日本一を誇る漁業と釧根台地に広がる一大酪農
郷。縄文時代からあらゆる時代の住居跡が無数
に連なり、日本最大の遺跡群が残るポー川史跡
自然公園。カヌーに揺られながら、一万年の源
流を訪ねてみませんか。
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問
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

の
資
格
審
査
が
、
昨
年
11

月
に
平
成
24
年
以
来
行

な
わ
れ
、
Ｂ
評
価
と
判
定

さ
れ
た
。（
資
格
審
査
は
、

基
本
的
に
は
５
年
毎
に
行

な
わ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
蔓
延
等
に
よ
り
、

間
隔
が
空
い
た
。）

　
審
査
結
果
で
課
題
と
さ

れ
た
点
は

●�

国
道
沿
い
の
大
型
廃
屋

の
対
策

●�

道
路
に
繁
茂
し
て
い
る

草
木

　
一
方
、
僅
か
２
日
間
の

審
査
で
は
目
に
触
れ
る
事

の
な
い
町
内
の
実
生
活

の
環
境
を
直
視
す
る
と
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
加
盟
地
域
の
文
字
が

霞
む
思
い
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
町
が
管
理
す
べ
き
公

営
住
宅
周
辺
の
環
境
が
、

劣
悪
状
況
で
あ
り
、
地
域

住
民
よ
り
大
き
な
不
満
・

苦
情
が
出
て
い
る
事
で
あ

る
。〔
曙
町
曙
団
地
〕

　
景
観
上
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
近
隣
住
民
の
生

活
上
の
被
害
に
も
及
ん
で

い
る
。
町
に
対
し
て
改
善

を
要
請
し
て
来
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
一
向
に
改
善
の

兆
し
が
見
え
な
い
。

　
５
月
８
日
、
３
年
振
り

に
全
町
一
斉
清
掃
が
実
施

さ
れ
た
際
、
非
常
識
な
公

営
住
宅
入
居
者
に
対
し
て

の
町
の
無
策
振
り
に
、
批

判
続
出
の
状
態
で
あ
っ
た
。

長
年
の
不
満
が
鬱う

っ

積せ
き

し
て

い
る
と
痛
感
し
た
。

　
現
下
の
重
点
課
題
は
、

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

★�

敷
地
内
の
廃
棄
物
（
冷

蔵
庫
、
絨じ

ゅ
う

毯た
ん

他
）
の
処

分
★�

放
置
廃
車
輌
（
車
内
が

ゴ
ミ
溜
め
状
態
の
モ
ノ

も
有
り
）、
廃
自
転
車

の
撤
去
・
処
分
〔
曙
団

地
に
６
台
の
車
輌
〕

答　
懸
案
事
項
の
公
営
住

宅
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、

①
政
策
空
き
家
（
解
体
前

提
の
公
営
住
宅
）
に
関
し

て
は
、
周
辺
に
放
置
さ
れ

て
い
る
家
電
製
品
、
家
具
、

物
置
、
繁
茂
す
る
雑
草
の

処
理
は
管
理
主
体
の
町
が

早
急
且
つ
継
続
的
に
実
施

②
入
居
中
の
公
営
住
宅
に

お
い
て
、
住
居
周
辺
に
継

続
的
に
放
置
物
が
あ
る
。

雑
草
類
の
繁
茂
が
著
し
い

場
合
、
入
居
者
に
対
し
、

少
し
強
い
指
導
等
の
文
書

要
請
と
合
わ
せ
、
訪
問
に

よ
る
直
接
対
話
を
行
い
、

放
置
物
の
処
理
等
の
指
導

を
強
化（
地
域
の
協
力
も
促
し
た
）

③
不
要
物
放
置
等
に
よ
る

周
辺
環
境
の
悪
化
が
進
ま

な
い
様
、
担
当
部
署
に
よ

り
細
や
か
で
定
期
的
な
点

検
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施　

を
遂
行
し
、「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
加
盟

地
域
の
名
に
恥
じ
ぬ
景
観

づ
く
り
を
目
指
し
て
行
く
。

小川　悠治 議員

解体前提の公営住宅の現況（文中の団地とは無関係）

令和３年11月４～５日に、「日本で最も美しい村」連合の資格
審査が行われＢ評価（Ａ～Ｄの４段階評価）と判定された。

公営住宅環境の具体的改善を求む！
～中身の伴う「日本で最も美しい村」連合

加盟地域を目指して～

★�

著
し
く
汚
染
さ
れ
た
犬

檻
（
鉄
柵
）
の
撤
去
・

処
分

★�

繁
茂
し
て
い
る
雑
草
の

処
理

　
以
上
の
点
に
関
し
、
具

体
的
改
善
を
望
む
。

　
強
制
的
執
行
は
難
し
い

と
し
て
も
、
地
域
周
辺
住

民
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
前
提

で
、
少
し
で
も
前
進
す
る

対
応
を
求
む
。

北海道標津町は
「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています
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問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
政
府
が
行
政
の
効
率

化
を
図
る
と
し
て
国
民
へ

の
普
及
を
進
め
て
い
る
中

で
の
標
津
町
の
対
策
を
問

う
。

①
２
０
２
３
年
３
月
ま
で

の
全
て
の
医
療
機
関
、
薬

局
で
体
制
を
整
え
る
方
針

に
つ
い
て
町
と
し
て
の
対

応
は
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

所
持
者
を
増
や
す
た
め
の

町
と
し
て
の
対
応
。

③
町
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
機
会

を
ど
う
増
や
し
て
い
く
の

か
。

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証

を
医
療
機
関
で
利
用
す
る

と
、
追
加
負
担
が
生
ず
る
。

即
ち
、
患
者
の
負
担
増
に

繋
が
っ
て
し
ま
う
が
、
町

と
し
て
の
対
応
は
。

答　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
に

対
応
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。
標
津
病
院
で
は

本
年
３
月
28
日
か
ら
保
険

証
利
用
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。
町
内
の
薬

局
、
診
療
所
で
は
現
在
の

と
こ
ろ
準
備
中
ま
た
は
検

討
中
と
の
状
況
。

②
本
年
６
月
１
日
現
在
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所

持
率
は
根
室
管
内
で
中
標

津
町
に
次
い
で
標
津
町
は

38
・
２
％
だ
。
制
度
開
始

か
ら
６
年
半
経
過
し
て
お

り
順
調
に
進
ん
で
い
な
い

状
況
だ
が
、
申
請
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
令
和

２
年
２
月
か
ら
特
設
窓
口

を
設
け
る
な
ど
、
必
要
な

情
報
の
提
供
に
努
め
、
今

後
一
層
の
増
加
を
図
っ
て

行
く
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
用
機
会
を
増
や
す
対

応
だ
が
、
具
体
的
に
は
子

育
て
、
介
護
、
被
災
者
支

援
、
自
動
車
保
有
関
係
の

４
つ
の
手
続
き
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
北
海
道
自
治
体
情
報

シ
ス
テ
ム
協
議
会
に
加
盟

し
シ
ス
テ
ム
を
共
同
運
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利

用
機
会
の
拡
大
に
取
り
組

む
。

④
医
療
機
関
を
受
診
し
た

際
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
保
険
証
を
利
用
す
る
と
、

二
割
負
担
の
場
合
で
は
初

診
で
21
円
、
再
診
で
12

円
、
１
カ
月
の
間
で
ど
ち

石橋　昌幸 議員

ら
か
を
追
加
加
算
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
加
算
は

患
者
の
同
意
に
よ
り
過
去

の
薬
剤
情
報
や
健
診
結
果

を
利
用
機
関
等
に
提
供
さ

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一

方
、
窓
口
の
負
担
が
増
え

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
の
影

響
な
ど
に
よ
っ
て
燃
料
、

食
料
な
ど
の
価
格
が
か
な

り
の
勢
い
で
上
が
っ
て
い

る
。
安
心
し
て
こ
の
町
で

暮
ら
し
て
行
く
上
で
、
生

活
弱
者
の
独
自
支
援
が
必

要
。
町
の
見
解
を
問
う
。

答　
国
が
示
し
た
制
度
を

推
進
す
る
た
め
に
、
関
連

政
策
の
窓
口
を
し
っ
か
り

果
た
し
て
行
く
。
町
が
実

施
し
た
い
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
、
特
別
給
付
金
な

ど
確
実
に
進
め
る
こ
と
が

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
利
用
促
進
に
逆
行
す
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
制
度
に

関
し
町
独
自
の
取
組
は
限

定
的
だ
が
、
今
後
と
も
適

切
に
対
応
し
て
行
く
。

重
要
だ
。
本
定
例
会
に
も

一
部
関
連
予
算
を
補
正
予

算
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。

先
週
、
道
議
会
に
お
い
て
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
世
帯

を
対
象
と
し
た
物
価
高
騰

の
影
響
緩
和
を
行
う
市
町

村
の
取
り
組
み
に
対
し
て

一
世
帯
当
た
り
１
２
０
０

０
円
を
基
準
額
と
し
て
、

１／２
を
上
限
に
臨
時
交
付
金

を
充
当
す
る
制
度
を
決
定

し
た
。
当
町
と
し
て
も
実

施
す
る
方
向
で
あ
る
。

　
町
民
が
安
心
し
て
生
活

し
て
行
け
る
よ
う
対
策
を

講
ず
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

町
の
取
り
組
み
を
質
す
！

生
活
弱
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
独
自
支
援
策
を
！

厳
し
い　
　

生
活
環
境
!!
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問
　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
４

に
「
質
の
高
い
教
育
を
み

ん
な
に
」
が
あ
る
。

　
新
学
習
指
導
要
領
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
巡
っ
て
前
文

に
お
い
て
「
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
と
な
る
事

が
で
き
る
様
に
す
る
事
が

求
め
ら
れ
る
」
と
規
定
し

て
い
る
。
世
界
の
課
題
を

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
探

求
す
る
事
は
、
将
来
の
社

会
形
成
者
と
し
て
必
要
な

力
を
育
成
す
る
取
り
組
み

と
な
る
。

　
標
津
町
教
育
委
員
会
は
、

問
題
解
決
的
な
学
習
を
行

う
事
で
、
子
ど
も
の
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
、

自
ら
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る

標
津
型
学
習
ス
タ
イ
ル
を

実
践
・
推
進
し
成
果
を
上

げ
て
来
た
。

　
社
会
を
形
成
す
る
礎
は

い
つ
の
時
代
も
教
育
か
ら

生
ま
れ
る
。
将
来
の
社
会

形
成
者
と
し
て
必
要
な
力

を
求
め
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学
習

の
推
進
が
必
須
で
あ
る
。

　
教
育
長
の
所
見
を
質
す
。

吉田　　智 議員
【SDGsをテーマにした探求学習】を推進し、将来の社会形成者の子ども達に
社会の扉を開き、羽ばたける力を育成されん事を期する。

～将来の社会形成者として必要な力を求めて～
SDGsをテーマにした探求学習を！

標津型学習スタイル

答　
改
訂
し
た
新
標
津
型

学
習
ス
タ
イ
ル
の
実
践
よ

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

４
（
Ｇ
４
）
の
達
成
に
繋

が
っ
て
行
く
と
確
信
す
る
。

　
ふ
る
さ
と
学
習
・
体
験

活
動
に
よ
り
Ｇ
９
、
Ｇ
11
、

Ｇ
14
、
Ｇ
15
の
目
標
達
成

に
繋
が
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

意
識
付
け
が
で
き
る
。

　
来
年
度
か
ら
中
学
校
の

標
準
制
服
の
変
更
は
、
Ｇ

５
、
Ｇ
10
、
Ｇ
12
、
Ｇ
13

等
多
く
の
目
標
に
係
る
。

　
令
和
の
時
代
に
お
い
て
、

子
ど
も
達
一
人
一
人
が
、

自
ら
の
可
能
性
を
認
識
し
、

他
者
の
価
値
を
尊
重
し
、

多
様
な
人
々
と
協
働
し
な

が
ら
、
環
境
の
大
き
な
変

化
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な

人
生
を
切
り
開
き
、
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
と

な
れ
る
様
、
質
の
高
い
教

育
の
実
践
に
努
め
て
行
く
。

2030年を目標達成年とするSDGsの17目標（ゴール）
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第
７
回（
６
月
27
日
）　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

図　版

町内行政視察研修等
常任委員会の動き常任委員会の動き

　
標
津
町
に
お
け
る
『
自

治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
』
の

取
り
組
み
に
関
し
て
、
企

画
政
策
課
吉
田
課
長
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

　

そ
の
中
で
吉
田
課
長

は
、「
各
職
員
、各
部
局
が
、

『
自
分
ご
と
』
と
し
て
認

識
し
、
全
庁
的
に
取
り
組

む
意
識
を
持
つ
事
が
重
要
。

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
施

策
や
事
業
を
『
標
津
版
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル
』
に
基
づ

き
、
紐
付
け
す
る
事
か
ら

始
め
て
い
る
。同
時
に『
標

津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
』
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
を
位
置
付
け
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
に
よ
る
事

業
評
価
を
し
、
そ
の
結
果

を
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』

へ
と
反
映
し
、
政
策
展
開

を
計
る
事
を
目
指
し
て
い

る
。」
と
述
べ
た
。

図　
版

参
照

総
務

経
済

総務経済常任委員会と文教福祉建設常任委員会の委員会活動の報告をします

SDGｓの『まちづくり計画』への反映の概略

★
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
活
用
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
捉
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た
「
ま
ち
」
の
課
題
が

確
認
で
き
る
。
⇨
課
題
解
決
の
取
組
み
が
見
え
て
来
る
。
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第
５
回（
５
月
23
日
）　　
　

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会

平
成
31
年
よ
り
雪
氷
熱

を
利
用
し
た
低
コ
ス
ト

で
の
食
品
保
存
の
実
験

調
査
を
続
け
て
い
る
。

雪
氷
熱
利
用
備
蓄
実
験
施
設
の
現
状
視
察

日
本
遺
産『
鮭
の
聖
地
』

エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
視
察

文
教

福
祉

建
設

　
令
和
３
年
７
月
に
続
い

て
住
民
生
活
課
か
ら
実
験

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

昨
年
度
の
実
験
結
果

★
侵
入
熱
が
予
想
以
上
に

多
く
氷
の
融
解
を
早
め
た
。

●
ス
テ
ー
ジ
１
（
氷
と
水

が
混
在
す
る
も
氷
が
支
配

的
）
室
内
温
度
が
お
お
よ

そ
４
℃
（
４
月
14
日
～
７

月
７
日
）

●
ス
テ
ー
ジ
２
（
氷
と
水

が
混
在
す
る
も
水
が
支
配

的
）
室
内
温
度
が
お
お
よ

そ
４
℃
～
７
℃
（
７
月
７

日
～
８
月
12
日
）

●
ス
テ
ー
ジ
３
（
水
の

み
）
室
内
温
度
が
お
お
よ

そ
７
℃
～
15
℃
（
８
月
12

日
～
８
月
30
日
）

本
年
度
の
実
験

★
直
射
日
光
が
当
た
り
や

す
い
南
側
外
壁
に
断
熱
材

を
貼
付
。
室
内
の
側
面
・

天
井
に
３
㎝
の
ス
タ
イ
ロ

フ
ォ
ー
ム
を
増
し
貼
り
す

る
等
対
策
を
講
じ
、
９
月

上
旬
ま
で
は
、
氷
が
融
解

し
な
い
と
の
前
提
条
件
で

実
験
中
。
さ
ら
に
、
タ
ラ

の
芽
の
出
荷
時
期
調
整
の

実
験
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
関
連

へ
の
応
用
を
模
索
す
る
。

　
上
記
の
視
察
後
、
日
本

遺
産
『
鮭
の
聖
地
』
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
、

サ
ー
モ
ン
科
学
館
２
階
展

示
場
を
視
察
し
た
。
委

員
か
ら
は
、「
展
示
方
法

等
の
工
夫
が
随
所
に
施
さ

れ
て
お
り
、
見
学
し
や
す

い
配
置
と
な
っ
て
い
る
が
、

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
展

示
物
を
増
や
せ
な
い
か
」

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
入

館
者
の
増
加
を
期
待
す
る
。

住民生活課：和田室長より説明を受ける委員会メンバー

サーモン科学館：市村館長より「エキシビジョンルーム」の説明を受ける委員会メンバー

「エキシビジョンルーム」の展示物を視察する委員会メンバー
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研　修
報　告

講　
師

＜ホールにて＞～研修会場における議員団～＜入り口にて＞

講演中の泉講師

標津町議会議員団（定数10名）は、９議員が７月６日の北海道町村議会議員研修会に参加し、７月７日に町外視察研修を挙行しました。

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
令
和
４
年
度
の
北
海
道

町
村
議
員
研
修
会
が
７
月

６
日
に
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
開
催
さ
れ
、
田
中
議
長

以
下
、
総
務
経
済
常
任
委

員
会
５
名
、
文
教
福
祉
建

設
常
任
委
員
会
３
名
が
参

加
し
た
。（
下
記
の
講
演
を
傾
聴
）

　
こ
の
研
修
会
は
、
北
海

道
町
村
議
長
会
が
、
議
員

の
資
質
向
上
の
為
、
毎
年

７
月
の
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
標
津
町
議

会
で
は
、
二
つ
の
常
任
委

員
会
が
、
交
互
に
参
加
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め

一
昨
年
、
昨
年
と
２
年
続

け
て
中
止
と
な
っ
た
事
か

ら
、
本
年
は
、
両
委
員
会

が
参
加
し
た
。

　
（
来
年
以
降
は
交
互
で

出
席
す
る
予
定
で
あ
る
）

【
講
演
テ
ー
マ
】

参
院
選
挙
最
終
情
勢
分
析

と
選
挙
後
の
政
局
展
望

１
９
４
７
年

東
京
都
生
ま
れ　
75
才

早
稲
田
大
学
卒
業

時
事
通
信
社
入
社

　
政
治
部
記
者
と
し
て
、

田
中
角
栄
首
相
の
総
理

番
で
取
材
活
動
を
始
め

る
。
自
民
党
ク
ラ
ブ
、
外

務
省
ク
ラ
ブ
、
法
務
省
ク

（
午
後
３
時
～

午
後
４
時
30
分
）

●
泉い
ず
み
　
　
　
宏ひ
ろ
し　
氏

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

講　
　
演

ラ
ブ
、
労
働
省
ク
ラ
ブ
を

経
て
、
１
９
８
６
年
：

自
民
党
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ッ

プ
。
１
９
９
０
年
：
政
治

部
次
長
兼
官
邸
ク
ラ
ブ

キ
ャ
ッ
プ
。
１
９
９
４

年
：
政
治
部
デ
ス
ク
専

任
。
１
９
９
８
年
：
政
治

部
長
。
２
０
０
０
年
：

編
集
局
総
務
兼
解
説
委

員
。
２
０
０
２
年
：
福
岡

支
社
長
。
２
０
０
４
年
：

内
外
情
勢
調
査
会
常
任
理

事
。
２
０
０
６
年
：
時
事

通
信
社
取
締
役
編
集
担
当
。

２
０
０
９
年
：
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
企
画
委
員
・
東
京

財
団
研
究
員
。
２
０
１
３

年
：
㈱
テ
ク
ノ
ラ
イ
ク
ス

顧
問
。
２
０
１
４
年
：
日

本
賢
人
会
議
所
理
事
他
を

歴
任
。
幼
少
時
よ
り
都
心

に
住
み
、
半
世
紀
以
上
も

永
田
町
・
霞
が
関
で
『
政

治
』
を
見
続
け
て
来
た
。

　
『
生
涯
一
記
者
』
が
、

氏
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。

標津町議会議員団

令和４年度　標津町議会議員団町外視察研修
７月７日　於：ウポポイ〔民族共生象徴空間〕（白老町）

北海道町村議会議長会主催

令和４年度　北海道町村議会議員研修会
７月６日　於：札幌コンベンションホール

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル



11　しべつ議会だより

入り口でウポポイＰＲキャラクター『トゥレッポん』と記念撮影

ウポポイの
ロゴマーク

企画調整課太村参事方の説明に展示物・眺望・映像を注視する議員団

標
津
町
議
会
議
員
団
町
外
視
察
研
修

　
令
和
４
年
７
月
７
日
午

前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
白

老
町
の
民
族
共
生
象
徴
空

間
【
ウ
ポ
ポ
イ
】
の
現
地

視
察
研
修
を
挙
行
し
た
。

　
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ

民
族
文
化
財
団
・
民
族
共

生
象
徴
空
間
運
営
本
部
：

太た

村む
ら

企
画
調
整
課
参
事
方

の
案
内
の
下
、
先
住
民
族

ア
イ
ヌ
の
世
界
観
を
勘
能
。

　民族共生象徴空間【ウポポイ】は、我が国の
貴重な文化でありながら存立の危機にあるアイ
ヌ文化を復興・発展させる拠点として、又、将
来に向けて先住民族の尊厳を尊重し、差別のな
い多様で豊かな文化を持つ活力ある社会を築い
て行くための象徴として位置付けられています。
　アイヌの歴史・文化を学び伝えるナショナル
センターとして、アイヌ文化を様々な角度から
伝承・共有すると共に、人々が互いに尊重し共
生する社会のシンボルとして、又、国内外、世
代を問わず、アイヌの世界観、自然観等を学ぶ
事ができる様、必要な機能を備えた空間です。
　愛称である【ウポポイ〔ＵＰＯＰＯＹ〕】とは、
アイヌ語で「（大勢で）歌う事」を意味します。

～“森と湖”自然環境に恵まれたウポポイのイメージ図～ ：（公財）アイヌ民族文化財団提供

民族共生象徴空間【ウポポイ（UPOPOY）】

ウポポイPRキャラクター

トゥレッポん
トゥレプ（オオバ
ユリ）の年頃の女
の子。
性格はのんびり
屋さん。

ポトロ湖
国立アイヌ民族博物館

体験交流ホール

体験学習館
エン
トラ
ンス
棟
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▼
「
水
の
惑
星
」
と
呼
ば

れ
る
地
球
。
然し

か

し
な
が

ら
、
私
達
の
生
活
に
使
え

る
水
（
淡
水
）
は
、
全
体

の
僅わ

ず

か
０
・
０
１
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
▼
世
界
の
中

で
「
水
道
水
を
そ
の
ま
ま

飲
め
る
国
」
は
、
日
本
を

含
め
て
９
箇
国
し
か
な
い

の
で
す
。
▼
山
口
町
長
の

町
政
執
行
方
針
の
「
一
箇

所
の
水
源
に
頼
ら
な
い
新

た
な
水
道
水
源
の
開
発
調

査
」
は
、【
持
続
可
能
な

標
津
構
築
】
の
大
宗
を
な

す
政
策
で
す
。
▼
『
第
二

の
水み

ず
が
め瓶
の
確
保
』
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
次
の
５
つ
の
目

標
に
関
連
し
て
来
ま
す
。

関
連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

（
吉
田　
　
智
）

　
川
北
小
学
校
で
は
、「
自
発
的
に
、

調
整
し
な
が
ら
、
仲
間
と
と
も
に
、

学
び
を
深
め
て
い
く
」
子
ど
も
に

な
る
た
め
の
学
校
と
し
て
、「
こ
ん

な
花
を
咲
か
せ
た
い
！
」「
い
つ
咲

こ
う
か
な
？
」「
み
ん
な
で
咲
く
の

も
楽
し
い
ね
！
」「
次
は
こ
う
し
た

い
！
」
と
い
う
子
ど
も
達
の
姿
を
大

切
に
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〇�

異
学
年
で
学
び
合
う
「
学
び
タ
イ

ム
」

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
縦
割
り
班

掃
除
を
生
か
し
、
掃
除
が
終
わ
っ
た

ら
そ
の
ま
ま
続
け
て
縦
割
り
班
で
学

習
に
取
り
組
む
「
学
び
タ
イ
ム
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
は
、
自
分
で
立
て
た
目

調
べ
た
り
友
達
や
先
生
に
尋
ね
た

り
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
先

生
は
、
子
ど
も
達
の
様
子
を
見
取

り
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
自
分
に
合
っ
た

ペ
ー
ス
や
学
習
方
法
を
自
分
で
調

整
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
経
験

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

〇�

地
域
の
中
で
豊
か
に
体
験
す
る

「
放
課
後
ち
い
き
あ
そ
び
」

　
四
年
生
か
ら
六
年
生
を
対
象
に
、

週
一
回
、
放
課
後
の
一
時
間
程
度

の
時
間
で
、
地
域
体
験
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
水
口
郁
恵
地
域
体
験
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
の
自

然
や
経
験
豊
富
な
方
々
と
つ
な
が

り
、
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
授
業
で
は
味
わ
え
な

標
に
向
か
っ
て
、
必
要
な
学
習
道

具
を
持
ち
寄
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
高
学
年
の

子
が
教
え
る
姿
や
、「
六
年
生
に

な
っ
た
ら
こ
ん
な
勉
強
す
る
ん
だ

ね
！
」
な
ど
と
会
話
す
る
姿
も
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
で
豊
か
な
学
び
を
作

る
経
験
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

〇�

自
分
で
調
整
し
な
が
ら
学
び
を

進
め
る
「
マ
イ
プ
ラ
ン
学
習
」

　
学
習
の
単
元
で
目
指
す
ゴ
ー
ル

と
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
先
生
と

子
ど
も
達
で
確
認
し
た
後
は
、
自

分
た
ち
の
ペ
ー
ス
と
方
法
で
進
め

て
い
く
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
は
、
得
意
な
内
容
は

グ
ン
グ
ン
進
め
、
苦
手
な
内
容
は

い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
体
験
を
企
画

し
て
い
き
ま
す
。
第
一
回
目
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
自
然
体
験

で
は
、
子
ど
も
達
が
生
き
生
き
と

遊
び
、
発
見
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
子
ど
も
達
が
、
地
域
の
良
さ
を

感
じ
、
新
た
な
発
見
を
大
切
に
し

て
い
け
る
よ
う
に
な
る
経
験
に
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
け
る
の
も
、
協
働
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
け
る
教
職
員
を
は

じ
め
、
協
力
的
で
行
動
的
な
地

域
・
保
護
者
の
皆
様
に
よ
る
環
境

（
豊
か
な
土
）
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
子
ど
も
達
が
何
度

も
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
の
で
き
る

「
生
き
た
力
（
し
っ
か
り
と
し
た

根
）」
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
、

子
ど
も
達
と
共
に
創
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寄稿

　
　
　
　
標
津
町
立
川
北
小
学
校

　
校
　
長
　
丹た
ん

　
野の

　
　
　
聡

さ
と
し

自
分
た
ち
の
花（
願
い
）を
咲
か
せ
よ
う
！

自
分
た
ち
の
花（
願
い
）を
咲
か
せ
よ
う
！

【令和４年度 川北小学校『学びのイメージ』】

17の目標を掲げる
SDGsのロゴマーク


